
① 団体名
（学校、企業、NGO/NPOなど）

③ 活動名（タイトル）

④ 活動場所（様子や環境など）

別紙様式1

こともホタレンジャ ー2018

醤國レポー ト 水環境保全賞
よみがな ひろがわちょうりつつぎちゅうがっこうそうごうがくしゅう

広川町立津木中学校総合学習ゲンジボタ）viiJf究班

よみがな ささ せいたいけい かいめい せいそくすう かんけい

「ホタルを支える生態系の解明」 —ホタル生息数とエサカワニナ数との関係—

校区内の広川周辺

（例：小学0年生 0人、 中学0年生 0人 ） 
⑤ 活動したこどもの人数・学年

中学 1 年生-3年生 1 5人

2018 年 5 月 10 日 - 2018 年 8 月 2 日
⑥ 活動継続年数

上記の期間に 1 0回実施した。

⑦ 活動グループ（学校・企業 ·NGO/NPO など）の紹介 (400字程度以内で簡潔に）

津木中学校は、和歌山県広川町の山間にある生徒数 1 5 名の小さな学校です。本校では、平成元年から当時少
なくなりかけていたゲンジボタルを保護するためにホタルの保護看板を設置したり、幼虫の飼育と放流を行っ
ています。その結果、平成6、 7年頃からホタルが増え始め、現在では、みごとにホタルが乱舞するようにな

りました。 5 月から 6 月にかけて、夜 8 時 20 分から 8 時 40 分の間に校区内 1 1 地点でのホタル生息数調査を
行っています。また、生徒全員で育てた幼虫を広川に放流しています。平成1 4年度からは総合学習でホタル
の生態やホタルの生息に適した環境について詳しく研究し、研究レポー トを作成しました。メンバー全員、ホ

タルを「ふるさとの宝物」として、大切に育て、地域の人々といっしょに守っていきたいと願っています。

⑧ 活動の概要(600字程度以内で簡潔に）

本校では、平成元年から、全校生徒がゲンジボタルの保護を中心とする広川の水環境保全活動を継続的に

行っています。主な内容は次の通りです。(1) ゲンジボタルの定点生息数調査と成虫・幼虫の生態研究 (2)

ホタルの幼虫の飼育と放流、ホタル保護看板の設置 (3) 水生生物や COD値、pH メーター 等による水質

調査・カワニナ数の調査等による「ホタルの生息に適した水辺の環境」の解明 (4) ホタル保護や研究に

関する活動事例の発表・発信 このようにホタルの保護活動と水環境やホタルの生態についての調査研究

活動とを両立させながら環境保全につなげています。また、学校と地域住民が一体となった取り組みとな
































